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出題分析 

試験時間 75分 配点 150点 大問数 3題 

分量（昨年比較）〔 減少 同程度 増加 〕 難易度変化（昨年比較）〔 易化 同程度 難化 〕 

【概評】 

大問 3 題のうち，〔Ⅰ〕古代の外交，〔Ⅱ〕江戸時代の文化，〔Ⅲ〕明治時代の産業の発展に

関して出題された。昨年はなかった文化史と史料問題が復活したが，大正時代から現代まで

の出題がなくなった。 

〔Ⅰ〕では細かい知識が要求された一方で，〔Ⅱ〕・〔Ⅲ〕ではおおむね基本から標準的な知

識が問われおり，これらの大問で確実に得点を重ねておきたい。日頃からの漢字の練習を含

めた地道な学習と，史料問題を含めた問題の演習量で差がつく構成であった。 

   

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

〔Ⅰ〕 古代の外交 ⑴で邪馬台国と倭の五王，⑵で継体天皇から推古

天皇の時代，⑶で遣隋使・遣唐使，⑷で遣唐使派

遣停止後の民間貿易をテーマとして取り上げ，関

連事項が問われた。史料に関する細かい知識や，

漢字表記に注意すべき語句が問われた。 

設問 a．難。「魏志倭人伝」に記された邪馬台国に

関する細かい知識が求められた。設問 b．同志社

大学を受験するならば覚えておきたい。設問イ．

「漢字で」と指定があることに注意。漢字を正し

く書けた受験生がどれほどいたか。設問カ．『隋書』

倭国伝に記された遣隋使に関する細かい知識が求

められ，語句記述問題であることを加味すれば難

問であった。設問 h．細かい知識が求められたが，

こちらも同志社大学受験生であれば押さえたい。

なお，解答には影響しないが，設問 f～h．で共有

された語群のうち，4 の「犬上三田鍬」はおそら

く「犬上御田鍬」の誤字であろう。設問ク．漢字

で正しく書けるかどうか。設問ケ．「組織」と問わ

れているので「蔵人頭」としないように。 

やや難 
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合格のための学習法 

同志社大学入試日本史は基本～標準的な知識を中心に，詳細な知識を求める問題も散見され

るため，時代の偏りなく丁寧にしっかり学習しておきたい。また，文化史の学習も怠りなく

こなしておきたい。合格に向けてカギを握るのは，教科書内容の精通である。そのうえで，

日頃より史料集・図説資料集を活用し，地理的関係や系図を含めた多面的なアプローチで理

解を深めておきたい。実践練習として，年度・学部に関係なく可能な限り多くの過去問演習

を行おう。過去問に慣れてきたら，本番の試験時間と同じ時間内で解答し，文量の多いリー

ド文が示される中で，いかに時間配分をすべきなのかという感覚を掴んでおきたい。 

 

設問別講評 

〔Ⅱ〕 江戸時代の文化 ⑴では『読史余論』をもとに新井白石，⑵では宝

暦～文化・文政期の文学作品，⑶では藩校をテー

マとして取り上げ，関連事項が問われた。教科書

本文に記載されている内容が中心であり，ミスな

く得点したい。 

設問イ．1 の『中朝事実』は山鹿素行による歴史

書，3の『政談』は荻生徂徠による幕政改革案，4

の『西洋事情』は福沢諭吉の啓蒙書，5 の『塵劫

記』は吉田光由による数学書，7 の『養生訓』は

貝原益軒の修養書である。設問コ．やや細かい知

識が問われたが，図説資料集などを確認するとよ

い。 

標準 

〔Ⅲ〕 明治時代の産業の発

展 

明治時代の軽工業・重工業の発展と，運輸業およ

び財閥の成長について問われた。基礎～標準的な

レベルの問題で構成されており，高得点を目指し

たい。 

設問 a．漢字を正しく書けるかどうか。設問 d・f．

やや細かいが，文脈からも判断できるか。字数指

定もヒントになる。設問ア～ク．語群選択だが，

知識が定着している受験生にとっては選択が容易

であり，ミスなく解答したい。 

やや易 


